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● ADOS とは ● 　ADOS(Autism Diagnostic Observation Schedule) とは、自閉スペクトラム症の判断と診断
のための検査です。患者の年齢や、言語技能発達レベル別に内容を合わせた 5種類の モジュールがあり、
個々にあわせた正確な診断が可能です。
● ADOS-2 臨床ワークショップとは ● 　NY にある Center for Autism and the Developing Brain (CADB) が
行っている標準的 な ADOS の臨床使用資格のためのワークショップです。このワークショップを受講する
ことで、公的な臨床使用資格を得ることができます。

● 開催概要 ●
日　時：2019 年 6月 8 日 ( 土 )　9時 30 分～17 時 30 分     ＊開催時間が異なりますので
　　　　　　　　             9 日 ( 日 )　9時 15 分～17 時 30 分　　　　　　　　　　　ご注意ください 
場　所 : 千葉大学大学院医学研究院 医学部本館 2階　大カンファレンス室 
　　　　(〒260-8670 千葉市中央区亥鼻 1-8-1 亥鼻キャンパス )
料　金：無料 　＊参加費は無料ですが、ADOS のマニュアルおよび質問紙は各自ご用意ください 
参加資格：千葉大学大学院医学研究院・連合小児発達学研究科千葉校の学生および教職員 
　　　　　千葉大学子どものこころの発達教育研究センター教職員、
　　　　　特任研究員（CBT セラピスト）、その他関係者 
＊両日参加可能な方のみ ( 遅刻や早退も不可とします )
＊ワークショップまでに ADOS を施行したことがある方 ( 同僚同士の練習でも可 ) 
定員 : 45 名 (〆切 4月 30 日参加資格を満たす方のうち、先着順とします ) 

　　● 講師紹介 ● 

医学博士  廣瀬 公人 先生　
京都大学大学院医学研究科 ( 精神医学 ) 卒業。
平成 27 年 4 月より、甲子園こども相談室を開設。
ADOS2 については 23 年に研究ライセンス資格取得
　平成 27 年 2 月にトレーナー資格を取得。 
　　　現在、日本で有数の ADOS2 トレーナー
      　　　　　　　資格保持者。

● スケジュール概要 ● ＊変更することがあります
8日 ( 土 )  9 時 00 分 　受付開始
　09:30-09:45  ADOS の紹介 ( イントロ）
　09:45 -11:45  モジュール T、1、2の紹介
　11:45-12:00  休憩 
　12:00-13:00  live demonstration 
　13:00-14:30  昼休憩 ( 各自でスコアリング )
　14:30-16:30  実施および評定に関する議論
　16:30-16:45  休憩
　16:30-17:30 ADOS に関する心理統計学
　　　　　　 適切な臨床使用に向けて　　　　　　 
9 日 ( 日 )   9 時 00 分 受付開始
　09:15-10:00  ADOS の紹介（初日の続き）
　10:00-11:15  モジュール 3および 4の紹介
　11:15-11:30  休憩
　11:30-12:30 live demonstration
　12:30-14:00  昼休憩 ( 各自でスコアリング ) 
　14:00-15:45  実施および評定に関する議論
　15:45-16:00  休憩
　16:00-17:15  実施および評定に関する議論（続き）
　17:15-17:30 まとめ
　

●  参加登録方法およびお問い合わせ  ●
参加資格を満たす方は、下記のアドレス宛に、1から 4
を明記の上、お送りください。その後、こちらから
 参加最終確認のメールを折り返しさせていただきます。 
お問い合わせがある場合も下記アドレスまでお送り
ください。

メールアドレス : chiba_asd@yahoo.co.jp
1. お名前 ( フリガナ ) 2. 所属 3. 職種 4. 連絡先
( 電話・メールアドレス ) を明記ください。
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研究費補助金

文部科学省・日本学術振興会 科学研究費助成事業

新学術領域研究（研究領域提案型）

若林明雄（研究分担者）

多様な「個性」を創発する脳システムの統合的理解

新学術領域研究（研究領域提案型）

若林明雄（研究分担者）

「個性」創発脳システムの統合的理解を拓く国際的データシェアプラットフォームの

構築

新学術領域研究（研究領域提案型）

若林明雄（研究代表者）

ヒトの認知機能の「個性」の基本構造のモデル化と脳画像解析による脳神経基盤の解

明

挑戦的研究（萌芽）

清水栄司（研究代表者）

医学的に説明できない身体症状（MUPS）への本邦での段階的ケア体制の開発 

挑戦的研究（萌芽）

杉田克生（研究代表者）、松澤大輔、大島郁葉（研究分担者）

神経発達症への包括的社会脳育成プログラム開発ならびに教員養成

基盤研究（A） 
後藤弘子（研究分担者）

トラウマとジェンダーの相互作用：精神病理・逸脱・創造性

基盤研究（B） 
清水栄司（研究代表者）

うつ不安の患者登録サイトでの費用対効果見える化と Stepped Care の誘導 

基盤研究（B） 
浅野憲一（研究代表者）

うつ病に対する複合的な集団コンパッション・フォーカスト・セラピープログラムの

開発

基盤研究（C） 
中川彰子（研究代表者）、清水栄司、加藤奈子（研究分担者）

強迫症の認知行動療法における遠隔スーパービジョンの有効性の検討



基盤研究（C） 
平野好幸（研究代表者）

不安症・強迫症に対する認知行動療法の治療効果予測

基盤研究（C） 
平野好幸（研究分担者）

新規減塩法構築のための揮発性成分によるうま味認知脳基盤に関する研究

基盤研究（C） 
永岡麻貴（研究代表者）、大島郁葉、平野好幸、中川彰子（研究分担者）

自閉症スペクトラム障害が併存する強迫性障害の実行機能に着目した心理プログラム

開発

基盤研究（C） 
吉田斎子（研究代表者）、清水栄司、浦尾悠子、平野好幸（研究分担者）

不登校・ひきこもりへの遠隔認知行動療法の実用可能性と有効性の検証

基盤研究（C） 
大渓俊幸（研究代表者）

認知行動療法の効果予測指標および効果判定指標の開発についての研究

基盤研究（C） 
若林明雄（研究代表者）

社会的認知能力の個人差と脳皮質活動・視線サイモン効果との関連性に関する実験的

研究

基盤研究（C） 
松澤大輔（研究代表者）

発達期の脳 DNA メチル化再編がもたらす精神疾患発症脆弱性と次世代への継承 

基盤研究（C） 
伊吹英恵（研究代表者）、清水栄司（研究分担者）

摂食障害への積極的治療戦略に向けて-量的・質的解析に基づくアセスメント技法の開

発

基盤研究（C） 
伊藤絵美（研究代表者）

慢性うつ病に対するスキーマ療法の有効性と費用対効果に関する無作為化比較試験

基盤研究（C） 
大島郁葉（研究代表者）、土屋垣内晶、大渓俊幸（研究分担者）

青年期の自閉スペクトラム症者と家族に対するスキーマ療法を用いた心理教育の実証

研究



基盤研究（C） 
浦尾悠子（研究代表者）、清水栄司、小柴孝子（研究分担者）

認知行動療法に基づく不安予防プログラムの効果－保護者プログラムの併用可能性

基盤研究（C） 
沼田法子（研究代表者）、清水栄司、関陽一（研究分担者）

過食症に対する遠隔認知行動療法のランダム化比較試験による安全性と有効性の検証

基盤研究（C） 
松本一記（研究代表者）、濱谷沙世、浦尾悠子、平野好幸（研究分担者）

テレビ電話・動画視聴・アプリケーションによる新たな認知行動療法の開発と臨床応

用

若手研究（B） 
土屋垣内晶（研究代表者）

ASD の安静時脳機能結合評価と介入法の検討：より良い治療効果を得るために 

若手研究

久能勝（研究代表者）

通院が困難な子どもの強迫症に対する遠隔認知行動療法の実用可能性と有効性の検証

若手研究

濱谷沙世（研究代表者）

過食症への遠隔認知行動療法の有効性及び費用対効果の検討

若手研究

高梨利恵子（研究代表者）

痛みと心的イメージ～慢性疼痛に対する疼痛時イメージ書き直し技法の導入と効果検

証

若手研究

平松洋一（研究代表者）

慈悲への恐れを伴う難治性うつ病に対する恥の記憶と思いやりの記憶の効果について

研究活動スタート支援

荒木謙太郎（研究代表者）

国際的な比較を可能とする新しい言語障害スクリーニング検査の開発

特別研究員奨励費

荒井穂菜美（PD） 
不安症候群の不安のコントロール感はエクスポージャー法への抵抗感を和らげるか

特別研究員奨励費

濱谷沙世（PD） 
神経性やせ症の神経基盤の解明およびメタ認知トレーニングの効果検証



心理教育相談事業経費
清水栄司

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）受託研究費 

国立大学法人広島大学 岡本泰昌（研究開発代表者）、清水栄司（研究開発分担者）

縦断的 MRI データに基づく成人期気分障害と関連疾患の神経回路の解明 

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター 関口敦（研究開発代表者）、

平野好幸（研究開発分担者）

摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出

国立大学法人弘前大学 中村和彦（研究開発代表者）、清水栄司（研究開発分担者） 

学童・思春期のこころの客観的指標と連携システムの開発 

厚生労働省科学研究費補助金
清水栄司（研究分担者）

難治性疾患等を対象とする持続可能で効率的な医療の提供を実現するための医療経済

評価の手法に関する研究

大日本住友製薬株式会社共同研究経費
清水栄司

ファイザー アカデミック・コントリビューションレビュー経費
清水栄司

メンタルヘルス岡本記念財団研究助成金

中川彰子（研究代表者）

強迫症の認知行動療法治療者養成プロジェクト

大島郁葉（研究代表者）

不安症を合併する成人自閉症スペクトラム症に対する心理教育ツール開発：自閉スペ

クトラム特性理解に関する予備的研究

瀬戸美紅子（研究代表者）

成人期自閉スペクトラム症の社会的カモフラージュ行動と不安症との関連についての

検討



一般社団法人 日本心理臨床学会助成金
大島郁葉（研究代表者）

児童思春期の高機能自閉スペクトラム症者および家族に対する認知行動療法を用いた

心理教育プログラム「ASD に気づいてケアするプログラム（Aware and Care for my AS 
Traits；ACAT）」の開発と効果についての検証：ランダム化比較試験 

寄附金
清水栄司（研究代表者）

子どものこころ奨学金

大学改革推進等補助金 

清水栄司（事業推進責任者）

課題解決型高度医療人材養成プログラムメンタル・サポート医療人とプロの連携養成

学内研究推進事業 令和元年度リーディング研究育成プログラム 

清水栄司（研究代表者）

心理学・精神科学の文理横断橋渡し研究拠点（心理精神科学）

いじめ対策・不登校支援等推進受託事業 

清水栄司（研究代表者）

いじめ対策・不登校支援等推進事業

教育研究費等経費 

大島郁葉（研究代表者）

認定スキーマ療法士取得資格ワークショップ
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対象疾患
不安症（パニック、社交不安、恐怖症など）、強迫症、PTSD、うつ病、
過食症、不眠症、慢性 痛、身体症状症、自閉スペクトラム症など。

診療・研究内容
原則的に、毎週1回50分の個人面接を連続16～20回程度行い、
料金は1回5 0分1万円（消費税別）です。各種公的医療保険は適用
されません。

千葉大学子どものこころの発達教育研究センター、千葉大学大学
院医学研究院・認知行動生理学と連携しています。
お問い合わせ、お申し込みは、千葉認知行動療法ホームページか
らお願いいたします。

千葉認知行動療法ホームページ
https://www.cocoro.chiba-u.jp/chibacbt/

医師の指導のもと、臨床心理士あるいは看護師が対面でマンツーマンの個人認知行動療
法を行い、患者さんの問題および生活の質（QOL）の改善を目指します。
毎週の通院が困難な方には、テレビ電話を用いた遠隔の認知行動療法も始めました。
パニック症、過食症、慢性 痛、不登校・ひきこもりに対する遠隔の認知行動療法の臨
床研究も行っています。詳しくは、下記ホームページをご覧ください。

清水　栄司 センター長

認知行動療法センター

柏の葉診療所認知行動療法室ホームページ
https://www.cocoro.chiba-u.jp/
kashiwanoha-cbt/index.html
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大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学

本研究科は、子どものこころに携わる様々な専門職の人たちを連携・統合できる
高度な指導者や医学医療、心理学、教育学の基盤に立って、子どものこころと
脳発達及びその障がいに関わる研究者の養成を目指しています。

連合小児発達学研究科

修士課程を修了または令和2年３月までに修了見込みの方
が対象で、特に次の方々の進学に最適な研究科です。

❶心理学系、教育学系、保健学・看護学系、社会福祉学系の
　修士課程を修了または修了見込みの方
❷子どものこころに関わる経験を持つ医師、学校教師、スク
　ールカウンセラー、看護師、臨床心理士等の社会人の方
※修士課程修了者でなくても、出願資格審査に合格することで、受験資格が得られます。

▼ 令和元年 8月13日（火）～ 8月23日（金）

▼ 令和元年 9月14日（土）

▼ 令和元年10月 7日（月）

▼ 令和元年12月 ６日（金）～12月1８日（水）

▼ 令和2年 ２月 1日（土）

▼ 令和2年 2月10日（月）

出願期間

試 験 日

合格者発表

出願期間

試 験 日

合格者発表

英語（外部英語試験のスコア等を用います）　
及び　口述試験（プレゼンテーション）

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/
詳細は、ホームページをご覧ください

▼ 令和元年 6月17日（月）～ 6月28日（金）

▼ 令和元年 7月18日（木）

第
1
回

第
2
回

第
1
回

第
2
回

▼ 令和元年10月21日（月）～11月 1日（金）

▼ 令和元年11月1４日（木）

受付期間

試 験 日

受付期間

試 験 日

出願資格審査

入 学 資 格

試 験 日 程

試 験 内 容

後期3年
のみの課程博士課程学生募集

令和

２年度

15名
募集定員

浜松医科大学　
入試課入学試験係
TEL:053-435-2205 
FAX:053-433-7290
Email:nyushi@hama-med.ac.jp
〒431-3192 静岡県浜松市東区
半田山一丁目20番1号

千葉大学　
医学部大学院学務係
TEL:043-226-2009 
FAX:043-226-2005
Email:sah5234@office.chiba-u.jp
〒260-8670 千葉県千葉市中央区
亥鼻1-8-1

福井大学　
松岡キャンパス学務課
入試担当
TEL:0776-61-8246 
FAX:0776-61-8163
Email:m-nyushi@ml.u-fukui.ac.jp
〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町
松岡下合月23-3

大阪大学　
医学系研究科総務課
連合研究科担当
TEL:06-6879-3026 
FAX:06-6879-3347
Email:office@ugscd.osaka-u.ac.jp
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-2

金沢大学　
医薬保健系事務部学生課
医学大学院係
TEL:076-265-2811 
FAX:076-234-4208
Email: t-daigakuin@adm.kanazawa-u.ac.jp
〒920-8640 石川県金沢市宝町13-1

お問い合わせ先
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